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第 22 回人間サイズのまちづくり賞 各部門表彰対象の概要 

 

○知事賞 

部
門 

番
号 

件  名（所在地） 
表彰対象者 

概要 

ま
ち
な
み
建
築
部
門
（
知
事
賞
） 

１ 

西脇市立西脇小学校 

(西脇市西脇 656-1) 

(事業主)西脇市 

(設計者)国立大学法人神戸大学 

    (西脇小学校校舎保存･改修に伴う 

（基本計画･基本設計組織) 

株式会社内藤設計 

(施工者)株式会社吉住
よしずみ

工務店 

    株式会社フジイ工芸 

 
・建替予定の校舎の継続活用を希望する

住民の想いが保存への取組につながり、

昭和11年建設の貴重な木造校舎を再生 

・外壁は白色、校舎玄関を土間から床張

りに復し、外観を当初の姿に復原 

・木造校舎の趣を保ちつつ安全・安心の

確保のため、校舎全体の耐震補強、新

規２階渡り廊下の設置、建物内部のＥ

Ｖ設置などにより、現代のニーズに沿

った教育環境に改善 

２ 

江原
え ば ら

河畔劇場 

(豊岡市日高町日置 65-10) 

(事業主)有限会社アゴラ企画 

(設計者)株式会社アトリエ・モビル 

(施工者)株式会社村上建設 

 

・役場や商工会館として約 80 年間親し

まれてきた建物を地域の文化拠点とな

る劇場に改修 

・従前の事務室や研修室等の階高を 2.9m

から 4.1m に変更し、120 人収容可能な

大空間をもつ劇場にリノベーション 

・エントランスに円山川の石を埋め込み

川の蛇行を再現するなど、住民との協

働による施設整備を実施 

 

 

 

 

 

 

 

当初の姿に復原した校舎外観 

建築当時の記憶を継承した外観 

古材を活用した 
趣のある教室 

大空間の劇場 
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部
門 

番
号 

件  名（所在地） 
表彰対象者 

概要 

ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
（
知
事
賞
） 

 

１ 

YATAI CAFE TOYOOKA 

(豊岡市) 
代表者 守本

もりもと

 陽一
よういち

 

 ・有志の医療関係者が病気の予防や孤独

の解消を目指して屋台で街を巡り、コ

ーヒーをふるまいながら住民の健康相

談に応じる取組 

・人とのつながりを求める住民に、居場

所となる地域団体を紹介し、住民同士

の橋渡しに貢献 

・四季の節目には市役所前の広場等で、

お花見会や書き初め会等を開催し、 

多世代が交流する場を創出 

２ 

兵庫県立松
しょう

陽
よう

高等学校 SDGs Project Team 

(高砂市) 
代表者 北川

きたがわ

 欽一
よしかず

 

 

  ・平成 30 年台風７号で水害にあった岡

山県での被災地支援がきっかけで始ま

った防災活動の取組 

・高校生が災害時でも新鮮に味わえる非

常食｢松の陽だまりパン｣を考案し、民

間企業と商品化 

・年間 8,000 個の非常食の販売や調理教

室の開催、学生が｢BAN-BAN ラジオ｣に

毎月出演し、防災の必要性を普及啓発 

３ 

明舞きたせんタウン商店会 

(神戸市垂水区) 
代表者 岡田

お か だ

 英作
えいさく

 

 ・｢明舞北センター商店街｣の店主が商店

街の活性化を目指して整備した｢にぎ

わい広場｣を拠点に、住民との繋がりを

大切にしたコミュニティ活動の取組 

・児童絵画展や高齢者向け健康測定会な

どを開催し、住民同士を結ぶ交流の場

を提供 

・住民出店のフリーマーケットや地元ゆ

かりの落語家の公演会などの開催によ

り空き店舗が解消され、賑わいを創出 

地域住民の交流の場 
となる屋台カフェ 

非常食の備蓄の 
大切さをアピール 
する販売実習 

災害時の調理方法を 
伝える調理教室 

骨密度や血管年齢等
を測る健康測定会 

店主らが企画した 
賑わいイベント 

（落語会） 

まちかどでの 
健康相談 
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部
門 

番
号 

件  名（所在地） 
表彰対象者 

概要 

花
緑
部
門
（
知
事
賞
） 

１ 

昆
こ

陽
や

南公園苗圃
びょうほ

を活用する会 

(伊丹市) 
代表者 辻井

つ じ い

 玲子
れ い こ

 

 
・市立昆陽南公園の一部の維持・管理を

担う市民団体が、公園内の苗圃で花苗

を育成し、ローコスト・ローメンテナ

ンスの花壇を整備する取組 

・育てた花苗は市内約 30 カ所の公園な

ど公共スペースに提供し、市民の緑化

活動を支援 

・学校や幼稚園での緑化指導や住民と協

働した植樹活動などを通じ地域に貢献 

２ 

田野口
た の く ち

むらづくり協議会 

（多可町） 
代表者 吉田

よ し だ

 兼
かね

道
みち

 

 
・集落の活性化も視野に、住民らが全て

手作りでコミュニティ交流の場となる

約 6,000 ㎡の公園を整備する取組 

・公園内に万葉集にちなみ、ウメやキキ

ョウ等の約 70 種の植物を植栽 

・住民が栽培した葉ボタンの販売により

活動資金を確保し、公園の維持管理や

交流行事の実施等、約20年間活動を継続 

３ 

インターナショナル オリーブ アカデミー 神戸 

（神戸市中央区） 
代表者 宇津

う つ

 誠二
せ い じ

 

 
・神戸市北野町に明治政府が殖産興業で

開いた｢国営神戸阿利襪
オ リ ー ブ

園｣にちなみオ

リーブによる街の景観をつくる取組 

・地域住民と企業や高校生が約 300 本以

上のオリーブを北野地区に植樹すると

ともに、毎週維持管理を実施 

・神戸マラソンのオリーブ冠贈呈式やオ

リーブの育て方イベントを通じてオリ

ーブによる花緑活動の輪を拡大 

会員が整備・管理
している花壇 

苗圃での花苗育成 
 

伐採や造成から東屋
建設まで住民が整備 

住民が維持管理 
する公園 

北野町に 
植樹されたオリーブ 

神戸マラソン優勝者への 
オリーブ冠贈呈式 

 


